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研究要旨：我が国の B型慢性肝炎では、インターフェロン治療成績が悪く、核

酸アナログ製剤の継続投与においては耐性ウイルス出現が問題になっており、

肝発癌発生率はこの 20年変化がなく、根本的な治療な見直しが必要である。

糖鎖は B型肝炎ウイルス(HBV)の感染・複製過程に関わっている可能性が報告

されており、糖鎖解析を行う事は、抗 HBVワクチンや抗HBV薬を効率的に開

発する上で重要であると考えられる。本研究は、HBVの糖鎖の機能を明らかに

し、HBV創薬シーズやワクチン作成することを目的とし、HBV糖鎖解析に利

用可能なHBs抗原抗体価の高い検体、genotype別毎の検体収集を昨年に継続

し行い、一部では解析を開始した。また、ワクチンの必要性を明らかにする目

的で、ワクチン投与後の HBs抗体陽性率やHBV再活性化例でのHBs抗体推

移の調査を行った。 
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A. 研究目的 

従来型の母子感染に加え水平感染によっても

広がりつつある。B型肝炎(HBV)のインターフ

ェロンによる治療成績は悪く、持続感染を防ぐ

ための核酸アナログ製剤の継続投与は有効も、

中止は難しく医療費かさみため、根本的なウイ

ルス排除は「感染させない」ことである。糖鎖

は HBVの接着・侵入や粒子形成・分泌に関わ

っている可能性が示唆され、HBVの感染過程に

おける糖鎖解析は、抗HBVワクチンや抗HBV

薬を効率的に開発する上で重要な課題である。 

本研究の目的は、HBVの感染過程における糖

鎖の機能を明らかにし、HBVの感染を阻害する

薬剤のシーズを探索する。HBVの糖鎖構造を解

析し、ウイルス粒子の形成や分泌に関わる糖鎖

構造を同定し、抗HBVの創薬のターゲットと

する。また、新規「ヒト型 HBs抗原」を大量精

製し、糖鎖修飾を考慮した効率的で安価で副作

用がない新規ワクチンの開発を目指すことを目

標とする。 

 

B. 研究方法 

 糖鎖解析より得られて知見をHBV感染者 

で確認するため、HBVDNA量別・genotype 

別・HBs抗原価別に血清を回収した。また、ワ 

クチンの更なる必要性を調査するため、抗体陽 

性率とHBV再活性例のHBs抗体価を調査し 

た。治験を臨床検体収集に伴う倫理委員会申 

請を行い、次年度からの研究に備えた。 

 

C. 研究結果 

 産業技術総合研究所で解析されるレクチンア

レイによるHBV粒子上糖鎖変化の解析の為、

HBs抗原価が高い、genotype C症例を抽出し、

eAg/eAb陽性別に sampleを選択し、、これまで



 
 

に産業技術総合研究所で行われた、レクチンア

レイを行う前処理を、当施設でも行う様にした。

また、HBs 

ころ、現在使用されているビームゲン、ペプタ

パックスより

明乳沈降ワクチンの陽性率が高い事が明らか

なった。（図１）
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剤を使用するが、免疫抑制剤を多剤使用し、

HBVDNA
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上昇に併せて上昇していた。
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D. 考察 

 HBVの糖鎖解析を行うための前処理を当セ

ンターで行うことで、解析の

れるとともに、抽出効率を上昇させる方法が確

認されることなり、感度上昇にも繋がった。
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